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第１章　計画変更の趣旨
第１節　計画変更の背景　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本市では、平成24年度から平成26年度までの3ヶ年を期間とする「第5期鳥取市介護保険事業計画・高齢者福祉計画」を平成24年3月に策定し、介護サービス基盤の整備に鋭意努めているところです。併せて、介護保険料への影響に配慮しながら、介護保険事業の安定的な運営を進めているところです。
　現在の計画で認知症高齢者グループホームの整備については、同サービス利用の待機者の早期解消と未整備地域の格差是正を目的に、鳥取地域、気高地域、用瀬地域にそれぞれ1か所ずつ、計3か所（定員9人×3か所）整備するよう計画しました。

開設事業者は公募により選考することとし、意欲ある事業者を広く募り、現時点で鳥取地域では西中学校区に1か所（定員9人）、気高地域では1か所（定員9人）の認知症高齢者グループホームが整備を完了し、サービスを提供しています。一方で、用瀬地域はこれまで2回にわたって公募を行いましたが、いずれも応募者がなく、現状のままでは本市全体で目標としている整備量の確保が困難な状況となっています。
計画では待機者の解消も一つの目的としているところであり、計画期間中の待機者の確実な解消を図るために、用瀬地域における整備を見直し、同地域に次いで優先的な整備が求められるＤ圏域（湖東・湖南中学校区）に1か所（定員9人）整備する内容に計画を変更するものです。
第２節　計画変更の方針

日常生活圏域ごとの在宅の認知症高齢者（認知症高齢者グループホームの利用の中心と考えられる日常生活自立度Ⅱ～Ⅲ）が、その居住する圏域に所在する認知症高齢者グループホームへの入居のしやすさ（※以下の指標で判定）に着目し、すべての圏域の中で最も判定指標が低いＤ圏域（湖東・湖南）に1箇所（定員9人）整備することとし、本市の第5期介護保険事業計画・高齢者福祉計画の内容を変更して位置付けることといたしました。
※【入居のしやすさの判定指標】

認知症高齢者グループホームの定員　･･･　（Ａ）

在宅の認知症高齢者［日常生活自立度Ⅱ～Ⅲ］　･･･　（Ｂ）

（Ａ）÷（Ｂ）×100 ＝ 判定指標（認知症高齢者［日常生活自立度Ⅱ～Ⅲ］100人当たりのグループホーム利用定員）

第３節　計画期間

　計画期間は、現行計画と同じく平成26年度までとします。
第２章　計画変更の内容

第１節　計画変更の内容
計画変更の内容は次の（１）から（２）とおりとし、それ以外のものは従前計画のとおりとします。

（１）第３章「計画の策定」第１節「本市における課題認識と重点施策」「（２）重点施策「地域包括ケアの推進」の［日常生活圏域ごとの地域密着型サービスの整備目標量等　ア認知症対応型共同生活介護（グループホーム）］（本編15ページ）を次のとおり変更します。
※変更箇所 ･･･ 下線　　　　
　　日常生活圏域ごとの地域密着型サービスの整備目標量等
【変更前】

ア）認知症対応型共同生活介護（グループホーム）

　　　このサービスは、認知症高齢者が5人から9人で共同生活を送りながら、スタッフによる日常生活上の支援や介護が受けられるものです。

平成23年度に、このサービスを提供する施設は、市内に16か所（189床分）ありましたが、このサービスの整備が進んでいない日常生活圏域について、地域間格差の是正を図るため、グループホームの整備を促進します。現在未整備の用瀬地域と気高地域にそれぞれ１箇所整備して、合併地域の8地域すべてに１箇所ずつ整備完了する一方、鳥取地域にも1箇所を整備します。
なお、本計画期間中においては、この整備促進数以上のサービスについては、指定を制限することとなります。

	日常生活圏域（中学校区）
	現在の整備数（定員）
	整備年度
	整備数（定員）

	Ａ地域（中ノ郷、北、西、福部）
	４か所（４５人）
	２４年度
	１か所（９人）

	Ｂ地域（東、南、桜ヶ丘、国府）
	５か所（７２人）
	
	

	Ｃ地域（江山、高草）
	２か所（２７人）
	
	

	Ｄ地域（湖東、湖南）
	１か所（　９人）
	
	

	Ｅ地域（河原、用瀬、佐治）
	２か所（１８人）
	２４年度
	(用瀬)１か所（９人）

	Ｆ地域（気高、鹿野、青谷）
	２か所（１８人）
	２４年度
	(気高)１か所（９人）

	計
	１６か所（１８９人）
	
	３か所（２７人）


【変更後】

ア）認知症対応型共同生活介護（グループホーム）

　　　このサービスは、認知症高齢者が5人から9人で共同生活を送りながら、スタッフによる日常生活上の支援や介護が受けられるものです。

平成23年度に、このサービスを提供する施設は、市内に16か所（189床分）ありましたが、このサービスの整備が進んでいない日常生活圏域について、地域間格差の是正を図るため、グループホームの整備を促進します。現在未整備のＦ圏域（気高中学校区）に１箇所整備する一方で、Ａ圏域（西中学校区）に1箇所、Ｄ圏域（湖東、湖南中学校区）に１箇所整備します。
なお、本計画期間中においては、この整備促進数以上のサービスについては、指定を制限することとなります。

	日常生活圏域（中学校区）
	現在の整備数（定員）
	整備年度
	整備数（定員）

	Ａ地域（中ノ郷、北、西、福部）
	４か所（４５人）
	２４年度
	１か所（９人）

	Ｂ地域（東、南、桜ヶ丘、国府）
	５か所（７２人）
	
	

	Ｃ地域（江山、高草）
	２か所（２７人）
	
	

	Ｄ地域（湖東、湖南）
	１か所（　９人）
	２６年度
	１か所（９人）

	Ｅ地域（河原、用瀬、佐治）
	２か所（１８人）
	
	

	Ｆ地域（気高、鹿野、青谷）
	２か所（１８人）
	２４年度
	(気高)１か所（９人）

	計
	１６か所（１８９人）
	
	３か所（２７人）


（２）第３章「計画の策定」第３節「介護保険事業」「（２）施設整備の推進　②認知症高齢者グループホーム］（本編26ページ）を次のとおり変更します。

※変更箇所 ･･･ 下線　　　　
【変更前】

②認知症高齢者グループホーム
鳥取県が実施された認知症グループホーム入所待機者調査(平成２３年８月１日現在)によると、本市の認知症高齢者グループホームの自宅待機者は４５人あり、そのうち利用割合の高い要介護度２～３の待機者２８人を中心に解消を図るため、３施設（定員９人×３施設＝２７人）を整備し、第５期計画期間中に供給します。
現在未整備の用瀬地域と気高地域にそれぞれ１箇所整備して、合併地域の８地域すべてに認知症高齢者グループホームを１箇所ずつ整備完了する一方、鳥取地域にも１箇所を整備します。
【変更後】

②認知症高齢者グループホーム
鳥取県が実施された認知症グループホーム入所待機者調査(平成２３年８月１日現在)によると、本市の認知症高齢者グループホームの自宅待機者は４５人あり、そのうち利用割合の高い要介護度２～３の待機者２８人を中心に解消を図るため、３施設（定員９人×３施設＝２７人）を整備し、第５期計画期間中に供給します。
現在未整備のＦ圏域（気高中学校区）に１箇所整備する一方で、Ａ圏域（西中学校区）に1箇所、Ｄ圏域（湖東、湖南中学校区）に１箇所整備します。
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